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研究成果の概要（和文）：オノマトペは音の響きから得られる意味を表す感覚的な言葉で、日本語には不可欠な
言語要素である。本研究では、オノマトペのニュアンス学習を改善する「感性記述フィードバック」法を提案
し、オノマトペのニュアンス、特に暗黙的ニュアンスを学習するE-learningシステムの構築をして、その習得メ
カニズムについて分析した。学習効果を検証する実験の解析を通じて、本学習法の有効性が検証された。また、
「オノマトペの創作）」―「感性記述のフィードバック」―「仮説修正およびニュアンスの内面化」を繰り返す
プロセスを通じて体験によってしか習得できない暗黙的ニュアンスを咀嚼し内省を通じて習得がより進むことが
わかった。

研究成果の概要（英文）：Onomatopoeia plays an integral part in Japanese language. It is an important
 element in　the lively expression of feelings and experiences. we proposed “an evaluation approach
 utilizing narrative interpretation” to improve the efficiency of teaching the nuances of Japanese 
onomatopoeia, and structured an E-learning system. The results of verification experiments indicated
 the effectiveness of the E-learning system. Based on the verification experiments, we also 
discussed the mechanism of learning tacit nuance of onomatopoeia. Students learned about explicit 
nuance by learning word-formation rules and learned the tacit nuances through creating onomatopoeia,
 getting narrative feedback to modify their linguistic hypotheses, and constructing their own tacit 
nuance. In the process of repetitive learning, learners gain an awareness of tacit nuances which 
cannot be changed to language, as they internalize the new awareness and output again to practice 
through their learning experience. 

研究分野：知識科学の観点による第二言語習得論

キーワード： オノマトペ　暗黙的ニュアンス　学習システム　感性記述　データベース　フィードバック　ニュアン
スの内面化
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１．研究開始当初の背景 

オノマトペ （擬音語・擬態語）は、音の
響きから得られる意味を表す感覚的な言葉
で、臨場感に溢れ、繊細かつ微妙な描写を可
能にすることから、日本語には不可欠な言語
要素である（田守，2002）。しかし、日本語
教育においては、オノマトペはまだ十分に研
究されているといえない困難な課題である。
その困難性は、オノマトペは文化および言葉
のニュアンスに基づいた特別な性質を持つ
ことと、種類の多様性と意味推測の困難さな
どに原因がある。特にオノマトペのニュアン
スは従来の辞典や教材ではきちんと扱われ
てこなかった（三上，2003）。言葉の意味は
基礎になる部分と、多少浮動的な部分がある
（柴田他，1976）。辞書に書かれているコア
の意味および明示的なニュアンスは明示的
に習得される知識であり、そして、水面下に
ある暗黙的なニュアンスは母語話者により
無意識的に駆使されるもので、外国人学習者
による習得は難しい（図 1）。 

第二言語
教育におい
て単語の語
形的構造と
いう語形成
ルールを覚
えることは、
生産性のあ
る単語学習
だけでなく、単語の意味推測と記憶維持にも
役立つ（Balterio, 2011）。また、学習者は伝え
たいことを言語化（創作）し、それに対して
フィードバックを得られれば、自分の言い方
と正しい言い方の間のギャップに気づくこ
とができる（Swan, 1998）。これは自分の知識
に基づいて「仮説」を立て、アウトプットに
より妥当性を検証し、フィードバックに応じ
て仮説修正を行うプロセスであり（Gass, etc. 

1998; Muranoi, 2007）、母語話者の言語習得過
程と重なる。申請者らは、オノマトペの暗黙
的ニュアンスの学習にもこの 3要素を組み込
んだ方法が有効だと考え、オノマトペのニュ
アンス学習方法を提案した（楊他，2015；李
他，2014）。しかし、これまでの方法は母語
話者からのフィードバックが 5段評価の形で、
学習者には評価の根拠がわかりにくい。どの
ように暗黙的ニュアンスが習得されるかに
ついては、まったく分かっていない。 

 

２．研究の目的 

申請者らはすでに「①語形成ルールの学習、
②語形成ルールを使った創作、③データベー
スからのフィードバック」という 3 要素を組
み込んだ学習方法を提案し、学習効果を検証
した（業績 2, 3, 4）。しかし、これまでは創作
に対するフィードバックが 5 段評価のみで、
フィードバックの根拠が分かりにくく、学習
モチベーションが低く留まるという問題が
あった。本研究ではこの問題を改善し、暗黙

的ニュアンスも含めて日本語オノマトペの
学習効果を高める E-learning システムの構築、
および、オノマトペ習得メカニズムの分析を
目的とする。 

 

３．研究の方法 

 理論、検証実験（量的調査）、インタビュ
ー（質的調査）という異なる方法論を組み合
わせる複合的アプローチを採る。まず、既存
のオノマトペ学習法、および、筆者らのこれ
までの研究・予備実験を詳細に分析・検討を
行って、既存方法の問題を洗い出し、それを
乗り越える感性記述フィードバック方法を
提案した。次に学習システムを構築し、検証
実験を行った。そして被験者のフィードバッ
クに基づいてシステムを修正し、暗黙知の習
得法の理論化を行った。 

 

４．研究成果 

１）感性記述のデータベースの構築 

 二つの文字が二回繰り返された語形
「ABAB 型」（「ばりばり」等）は日本語オノ
マトペの中でもっとも典型的な形であり、動
作を表す「AB ッ型」（「さらっと」等）が多
用される。また、オノマトペの体系の中で、
パ行のオノマトペは量的にかなりの比重を
占め、浅野（1978）の辞書では約 6 分 1がパ
行である。そこで、以下の四つの感性記述の
データベースを構築した。 

・食感や状態を表すパ行「ABAB 型」オノマ
トペ 

・感触などを表すパ行「ABAB 型」オノマト   

 ペ 

・自然現象の音を表す「ABAB 型」オノマト  

 ペ 

・動作を表す「AB ッ型」オノマトペ 

 

構築の手順は以下のようになっている。ま
ず、理論的に可能なオノマトペをすべてプロ
グラムによって出力をさせた。次に、複数の
母語話者に共有されているニュアンスを学
習者に提供するために、自動出力された文字
列がどの程度適切かを日本語母語話者三名
が 5段階で評価した。さらに、別の五名の日
本語母語話者を集めて、5 段評価平均値 2 以
上の文字列に対して、ニュアンスの感性記述
をしてもらった。ステップ 1 として、各協力
者にランダムにオノマトペを割り振り、「留
学生に伝わるようにできるだけ具体的に、わ
かりやすく書いてもらいたい」と明確的に指
示したうえで感性記述をつけた。ステップ 2

では、感性記述されたニュアンスをサイト上
で共有し、五名全員で賛成かどうか投票する。
投票は、期間内して自分の書いたものも含め
た全ての文字列に対して行わせた。なお、既
存の感性記述に対して賛成できない場合は，
新たに感性記述を記入するように指示した。
ステップ 1，2 で取得したオノマトペの感性
記述及びその評価を用いて、例文に対しオノ
マトペを入力すると、そのオノマトペに対し



て評価を行う機能をシステムに実装した。 

 

２）E-learning システムへの実装および学習
効果の検証実験 

 感性記述のデータベースを E-learning シス
テムへ実装し、学習効果の検証実験を行った。
本学習システムでは，以下の流れで学習する
ようになっている（図 2）。 

・プリテストを行い，実験参加者のオノマトペの

レベルを測る。 

・ 実 装 し た

E-learning シス

テムにより，語

形成ルールを学

習し，オノマト

ペを創作し，感

性記述データベ

ースからフィー

ドバックを与え

るプロセスを繰

り返す。 

・ポストテストを行う。 

 

３）検証実験の結果分析  

本研究で提案する学習方法とそれを実装
した学習システムの有効性を検証する実験
を 2017年 6月に行った。この検証実験では、
提案学習方法のポイントと考える「創作」の
効果を確かめるために、創作作業の代わりに、
同じ例文に対する適切なオノマトペの感性
記述のフィードバックを読む「学習タスク」
を行う学習群を対照群として設定した。実験
参加者は、中国人の日本語学習者 75 名（上
海 A 大学日本語学科 3 年生）であった。 学
習者の日本語力などの要因を考慮して、最終
的に 45 名を分析の対象とした。四クラスを
二群（創作群 23人・学習群 22 人）に分けた。
創作群の平均得点は 15.04、学習群の平均得
点は 15.36、両平均に有意差はなかった（t= 

0.858<t0.05=1.68, 44）。参加者には「本実験は
日本語学習者のためのオノマトペ学習シス
テムを開発することを目的とする」ことが告
げられた。プレテストが行われた後、学生全
員に伝統的講義を模擬する「オノマトペの授
業（オノマトペの形式的ルール、パ行のオノ
マトペの意味・例文と説明）」が筆者によっ
て行われた。その後、学習群と創作群を違う
教室に分けた。創作群では、参加者は空欄の
ある課題文が示され、空欄の中に入るオノマ
トペを作って入力するよう指示された。この
オノマトペは、事前に学習した形式的ルール
とニュアンスに合うひらがなの言葉である
こと、および文字数を明示した。入力した形
式的ルールと注意事項に合っていれば、その
言葉に対する日本語母語話者の評価を、1「ふ
さわしくない」から 5「ふさわしい」の５段
階でフィードバックした。評価値 1 以外の語
に対して、母語話者からの言語化されたニュ
アンス、つまり感性記述も画面に示された。
それに対して学習群には、評価値 4 以上のデ

ータベースを紙に印刷したものを渡し、学習
させた。最後にポストテストを行った。 

 両群の学習効果を比較するために、まずプ
リテストとポストテストの結果を分析した。
学習方法（創作、学習）とテスト時期（プリ、
ポスト）の対応のある T 検定を行った結果、
有意だった（t=1.58<t0.05=2.015, 44）。この結果
は、創作群ではプリ・ポストテスト間で有意
な成績の向上があり、ポストテストの成績は
学習群よりも有意に高かったことを示して
いる。つまり、創作群にのみ学習の効果があ
ったと考えられる。 

 

４）ニュアンスの習得メカニズムの分析 

 学習者がオノマトペの形式的ルールを学
習し、それに基づいて自らオノマトペを創作
し、さらに、作ったオノマトペに対し日本語
母語話者の感性記述のデータベースからフ
ィードバックを得ることを繰り返すという
学習法の有効性を証明した。事後アンケート
および一部の学習者に対するインタビュー
などの質的調査の結果によると、オノマトペ
のニュアンス、とくに暗黙的ニュアンスの習
得メカニズムを明らかにした。まず、言語に
変換できる部分は、学習者はデータベースを
通して習得する。それに対し体験・実践によ
ってしか習得できない暗黙的ニュアンスに
ついては、「オノマトペのアウトプット（創
作）」―「感性記述のフィードバック」―「仮
説修正およびニュアンスの内面化」を繰り返
すプロセスを通じて習得するすることがわ
かった。オノマトペの暗黙的ニュアンスの習
得の促進は、今後オノマトペ以外の暗黙知の
習得メカニズム解明に役立つだろう。 

 以上の調査および研究の結果は、関連の学
会で発表し、平成 30 年度にも学会発表およ
びジャーナル投稿を準備している。また、言
語の暗黙的ニュアンスの習得および他者と
の協働による創造学習のあり方をとりあげ、
さらに、広く第二言語習得に関わる教育者・
学習者に、より効果的な第二言語習得法を知
ってもらうために、『「多文化グループワー
ク」による言語と文化の創造学習―知識科学
の視点から見るアクティブ・ラーニング』と
いう書籍を出版した。 
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